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What emotion words a工eregarded as representing positive emotions in ]apan? To examine this 
question， we collected 216 words that were considered to express some form of positive emotion from 
some Japanese dictionaries and previous studies of positive emotions. F'orty university and graduate 
native ]apanese students (18 male and 22 female) rated the extent to which they regarded each word 
as representing a positive emotion. The resu1ts indicate that most of the words used in the study were 
regarded as being positive emotion words. Although many of the positive emotion words used in prior 
studies have， undoubtedly， been words for prototypical ]apanese positive emotion words， some have 
also been less prototypical 
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はじめに
私たちは1:1 々の~U舌の なかで. ti々 なポジテイブ
感情を休!験し その体!投を言・3震に よって表現する。
本研究は，1:]本語において 2 どのような言撲がポジ





11川荒 v 五 l床奈々子総s 野市i~ t.ft大械， 1:コ村呑秘株.山本
珠J/均株に謝意を去し ます。
た。 ポジテイ ブ感情の代表的な研究者である
Fredrickson (1998)は，ポジテイブ感情を喜び (joy)， 
興味 (interest)，満足 (contentment)，安|宵 (love)
の4つに分類しそれぞ、れの機能を説明した。例え
ば， 喜びは， '1(ï~'1央 (amusement) や高揚感 (elation)， 
嬉しき (glaclness) といった感情と関連した，生理
的な党限度の高いポジテイブ感情であり ，その機能




けに基づいた探崇 I~/J な行動を誘発すると されている
(Deci & Ryan， 1985)。後に，Freclrickson (2009) 
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は上記に記したポジテイブ感情から満足を除き.新
たに感謝 (gratitude)，鼓舞(inspiration)，安らぎ







テイブ!U~H育を検討した初f 究として， Griskevicius， 
Shiota， & NeufeJd (2010) が挙げられる。
Griskevicius et al. (2010) は3 ポジティブ感情には
適応のための機能が備わっていると考え 2 進化的な
roi!点から養育的愛情 (nurturantlove) ，予期的熱 1=1:1
(anticipatory enthusiasm)， 愛1着奇釦釘引j'自的"杓l向句愛情 (ωa抗tωt凶ac凶hme臼n
love) ， 愉快' 畏J敬j扶X，i満前j足豆の 6つにポジテイフブ守!感惑京制'1











Neufeld， Yeung， Moser， & Perea (2011) は，





なることが示された。さらに， Campos， Sbiota， 
l¥.eJtner， Gonzaga， & Goetz (2013) では， ポジテイ
ブ!~情に|羽する先行研究 (e.g・， Algoe， Haidt， & 
Gable， 2008; Berenbaum， 2002)を悲に， '1命快， 'j長1孜，
!感謝，興味2 喜び，愛 li~，誇りの 8 ワの感情
をJjY_り上げた。そして 実験参加者に各ポジティブ
感情に対応するノンパーパjレな表現をするように教




また，ポジティプ!~ 'I育 に関して，認が1]的評イílli の観
点から検討した研究もある口例えば， Tong (2015) 
は， 13イ@ (愉快，畏敬，奮起 (chal1enge)，慈悲
(compassion) ，満足!誤認J，希望， '.!-I床，喜び，安












多く報告されてきた (e.g・， Diener， Diener， & 






え ら れ る (ωe.gι.， Kit凶ay戸ama孔， Ma剖r勾ゴkus丸，&K仏匂u山i口r刀叫okaw帆ヘν椛J花t
2000; Kiぱta訂yama，Mesqu山iμitaベ:，& Karasawa， 2006; 


























1993， 1994;湾藤・ 1:こl村， 2003)。例え(;:J:'，落合









以上のことから，本JI)のポジティブ!~'I背 l i} f~'E にお







つ I~I に， EI本の感情認について検討した研究では，

















て捉えられてい る と WÍ' ~Rできる(なお， Shaver et 
al. (1987)では，アメリカ人大学生において， love 




























EI 本の大学生・大学院生40~， (男性18~" 女性22
名・平均年命令22.5}投，SD = 1.44 レンジ :19-27)
を対象に質問紙調査を実施した。関東地方の|主l立大
学 1 校と，北陸地方の I~IJL大学 l 校 を対 象とし た。














それぞ-れの!~'I育ifJのプロ ト タイプ'It と溜liú年度を評
定するための感情訟を .lJ、下の手続きで選定した。
まず，感情表現辞典(1=ド1i;j' ， 1979) と角川類語新辞
典(大野・浜iL4，1981)，およびインターネット上
の言詣検索サービスの Weblio類百苦典 (http://
thesaurus. weblio.jpj) をJl'jいて， ポジティブ!法停庁長
を検索した。さらに，ポジテイブ感情を制定する尺
度(佐藤・安田， 2001:寺 1奇・岸本 ・古賀，1992) 
や感情誌に関する調査J引先(落合，1993， 1994;菅
原・杉江， 2015)からも積極的に収集した。本研究





































いると言える (e.g.，Kitayama et a1.， 2000; Shaver et 
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学生を対象に枚討した Shaveret a1. (1987)ではz
love， happiness， passion， affection， ecstasy， joy， 
compassion， elation， excitementといった， 日本語
の幸福や喜び;愛情，熱情といった言葉に対応する
感情話ーのプロトタイプ性が高く評定されている。





きた先行研究 (e.g・， Freclrickson， 2009; Shiota et al.， 
2014; Tong， 2015) に合致し愉快 (amusement)
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Table ] 
感情詩 の ポジティプ!感情
プロトタイプ可生 JmWH¥t プiコトアイフ個性 五I持!()交 プロトタイフ判 理!JLI'伴、Jl:
I感情緒 平均 (8D) 平均 (SD) 1広告qEit 司ι:f，J(81)) .ilj今 (SD) 感情説
平均 (8D) 平均 (SO0I，0J69)32)  --A1ぇ~1τts j 570(051) 528(07487) 毅務キ17!l 1.78 (0.65) 1.88 (1.05)僚かしさ 4.15 CO.88) 5.53 
さ;吋lf 5.70 (0.46) 5.63 (0. 478(0 88) 528((Q0. 71)思に滞る気持ち 4.15 (0.79) 4.75 (0，9 
大好き 5.68 (0.57) 5.73 (0.50)愛おしさ 4.78 (0.65) 5.43 (0.70)はにかみ 生l:l(0.60) 4.78 (0.94) 
I~J る い気持 九 5.65 (0φ53) 5.58 (0.63)すっ きり した気持ち 4.75 (0.58) 5.30 (0.75)のんきな気持ち 1.J0 (0.77) 5.23 (0.79) 
ミ芸び 5.65 (0.53) 5.65 (0.57)恋:没 .1.75 (0.73) 5，28 (0.92)溺愛 4.08 (J.08) 5A3 (0.70) 
ヤゐ合u二~'l:i ちた 5.63 (0.48) 5.58 (0.59)熱兎; 4.73 (O.7tl) 5.28 (0.87) '1，穏 4.08 (0.79) 5.35 (079) 
さyせ 5.63ω53) 5.58 (0.59)利震 4.73 (0.7!) 5.05 (0.89)気長な気持ち rt.05 (0.67) 4.80 (1.00) 
1歓喜 553(0505) 535(0.57I111 らし、だ気持ら 4.73 (0.74) 5.25 (0.73) }ぷ来 4α) (0.92) :~ .98 (J.!:3) 
楽しさ 5.5:~ (0.50) 5.78 (042)私、えゐ気持ち 1.70 (0.71) S.lS (0.77)悩慨(しょうけい) 4∞(0.92) 3.73 (1.26) 
気持ちのiミい 5.50 (0.5) 5.53 (0.55) カミ!向L、タlNら r!.70 (0φ(4) 5.30 (0.75)怒悲 3.98 (l.J7) 1，]8(1.07) 
|こ{E一幾L娘 5.'lり (0.54J) 540((0] 62)ji存ちf(.1った気十iち 1.70 (0.81) 5.33 (0.65)心Jf! 3.~)S (0.85) 3.03 (1.2]) 
タ〕 がわく気持ち 5.35 (0.61) 5.05 (].] 8)変務 4.70 (0.8.1) 5.20 (0.95)愉悦 3.98 (LlJ) 3.55 (1.28) 
l'i!i:Ji. 5.33 (0.57) 5.25 (0.62) 1J.l!. 1~; ia~ さ '1.68 (0.72) 5.'l3 (0.59) !~~W. 3.95 (0.55) 5.ti5 (0.18) 
りと![芸 5.33 (0.72) 5.rJ:3 (0.67)桁釧み 1.68 (0.9]) 5.J8 (J.J2)憶tl士(どうけし・) :3‘95(09172)) 3.GS(]4Y) 
な「き 5.3:3 (0.6J) 5.68 (0.47)気合いのλった 465(0i69) 538(0O 66)ゆるんだ気付=ち 3S93(O1.493(( 093) 
朕光栄しさ 5:30(056) 570((00必4)jのと'かな気持ち 4，65 (0.57) 535 (0.61)敬老E 3.90 (0.89) 3.95 (U6l 
5.28 (0，77) 5.30 (0.6 正号室!ぷ 1.63 (1.01) 5.20 (0.90)崇める気持ち 3.88 (0.81) 4.90 (0.92) 
5.28 (0.59) 5.10 (0.62) :去らしさ 463(07S0O)) 520((00 78)141ざ見る気持ち :3.剖(l∞) 3.78 (1.39) 
!:f.!lijJ 5.25 (0.66) 558 (0.51)熱変- 163 (0.80) 1.93 (0.82)謀術 3.83 (0.87) 3.48 (1.26) 
f光術する気持ら 5.25 (0.58) 5β(0.97)見とれる気持ち 1.60 (0.8日) 523((0] 79)11均的 3.80 (1.08) <]，6:3 (1，04) 
わくわくした気持ら 525(056465) ) 550(0.55)!家主主 460(06860) 4.25 30)平気 3.75 (0.8う) 5.13 (0.9:3) 
~~i放 525(0 540(0682)うっと 1)とした気持ち 463(0. 523(0959i) 13を見切ミゐ気持ち :l..75 (1.1J) 4.'l5 (1.20) 
「43EMiLメ[-c 523(0 523(0. くつろぎ 463(0.7777) 548(O 自負 3475(0] 37470(095) 
(，;均Jt 5.23 (0.72) 5.50 (0.59)ほっとする気持ち 1.58 (0.77) 5.50 (0目55)心酔 :5.68 (1.01) 4.65 (1.06) 
元気 523(0.72) 553(0693) かわいら しさ 1.55 (0.95) 5.43ω(l 92)分，J;I' 3.68 (0.98) 1.90 (1.26) 
t妥当性 5.20 (0.68) 1.93 (0.93) t'fsたーする気lt，¥ち 1.55 (0.71) '1.78 (1.0J) なさけぷかい~~持ち 365flj9)430(10142)  
|句_I:.，し、 5.20 (0.68) 5.23 (0.91)慕う気持ち '1.5 (0.67) 5.28 (0.63) 1言。1 355(0.97)495(o 01. 
フセ j~!t; 5.:20 (0.90) 5.30 (0.61)感IJt 4.55 (0.74) 4.15 (1.28)淡選 3.50 (0.97) 5.13 (0.75) 
1~11言 5.20 (0.7 J) 5.'J8 (0.55)恋しい 1.55 (0.71) 5.30 (0.68)仰?と 3.50 (0.67) 5.15 (0.82) 
好王子，l，、 520(064J 570 (L0 46) J31唱え 1.55 (0.67) 5.45 (0.67)↑liましさ 3.45 (1.00) '1.65 (0.82) 
うきうきした気j守ち 5.20 (0 (1) 5.10 (0.70)敬愛 4.53 (0.97) 1.50 (1.16)機敏な気持ち 3.15 (0.80) 3.65 (1.24) 
述機1i!Z!l:ミ 5.18 (0 (3) 5.55 (0.50)世話しづ'がる気持ち '1.53 (U2) 5.25 (0.83 昂然支1 3.'15 (0.92) 2.30 (1.17) 
燃のJ込い 5.15 (0.69) 5.68 (0.'17)楽観的な気対ち !J.53 (0.89) 5.38 (0.62) 1) 3.'15 (0.92) 5.0:3 (0.9J) 
はつらつとした気持ち 5.13 (0.60) 1.95 (0.86) 'lfi愛 '1.53 (0.81) IL25 (l.] 6)見上げる気持ち 3.:35 (1.04) 4.03 (JA2) 
鋭しい気持ち 513{071) 538((00 70)殺しみ iJ.53 (0.63) 5.'10 (0.62)悠長 3.33 ().79) 1.23 (l.ll) 
愛情 5.13 (0.7J) 5.55 (0.63)夢見心地 1.50 (J.07) 1.98 (0.9'1)淡ましさ 3.33 (l.l3) 5.53 (0.55) 
1')bEi 513(064)545(07540) JHL霊 '1.50 (0.77) 5.25 (0.70) iW-i!: 3，25 (1.09) 1.20 (1.10) 
，l"J也よさ 5.JO (0.83) 5./J3 (0 熱笠 '1.18 (O.7J) 5.03 (氏0)91)驚き :{.25 (0.92) 5.65 (0.53) 
づ奇(fi 5.10 (0.86) 530 <0.8'1)栴lんだ気持ち 4.t18 (0.81) 5.23 (0.76)畿遜 325(097973)  525(0.73j 
1(11討さ 5.08 (0.91) 5.63 (0.53) tli1，1 . IJ.'15 (0.86) 5.'10 (0.58)びっくりしたタリ可ち 3.23 (0.77) 5，65 (0.53) 
ときめき 5.08 (0.72) 5.:25 (0.80)恋し さ 1.13 (0.77) 5.35 (0.61) iJj'(が下がるタ〔持ち 3.20 (0.93) 5.35 (0.69) 
いとおしい気持ち 505{(080) 538(06736j ) 優越感 440(0.99)5.50(((001.663532)  エ1.% 3.15 (0.85) 4.95 (0，89) ，j)~r.ぬ 5.05 (0.59) 5.15 (0 仁~ 4刊 (0i O4) 35318Sイj 3.15 (1.04) 1.98 (0.9.1 
情出熱初J(さ
5.03 (0 (5) 5.25 (0.92) !良心 1.:10 (0.73) 5.35 (0.65) J蛙欲 310 (1.07) 4.:i8 (0.91) 
5.03 (0.65) 5.25 (0.66)作設がゐ気持ら 4.10 (0.99) 5.20 (0.78)問iW 3.08 (0.75) 5.38 (0.62) 
さ1コやかな';t(j古1ち 5.03 (0.57) 5.30 (0剖)務起 4.10 (0.80) 1.93 (0.9J)驚!l9:i 3.03 (0.72) 4.95 (0.%) 
決'j)~!(民 503{065) 548(0O 67)礼l賛Mする気持ち '1.38 (0.91) 3.38 (1.24)潟憾 :WO (0.8]) 530 (0.75) 
すてきな気持ち 5.00 (0.77) ~ . 90 (0.<)9)欲 1.:38 (0.97) 3.90 (1.18) fV2封! 298 (0.94) 5.5:1 (0“59) 
治会自主H主 5.00 (0.77) 1.88 (0.95)ゆったりした気持ち 1.:38 (0.80) 5.25 (0.83)決まる気持ら 293L(0 l 82)415(i.!?) 
行!t々 しさ 5ω (0.7/1) 5.13 (0.87)きっぱりとした気ち 4.38(0.7:3i)〉 508(0.85)11え 2.90 (.1.16) 5.53 (0.77) 
気力にi月ちた:-<'¥N・ち 5.00 (O.7tl) -175 (0.99)のんひ、りした気対ち .1.38 (0.73) 5.35 (0.65) :既成 2.90 (0.97) 4.73 (1.26) 
，ε. ~~ヌ"ー 5∞(0.71) 5.28 (0.7/J)強気な気持ち 435(0 88) 545(0.55)i制限 2.80 (1，21) -1.73 (1.12) 
心IhJLまる気持ち 1.98 (0.76) 5..el5 (0.69)然必: .1.3 (0.69) 5.25 (0.89) ;，恐れ入る気持ち 2.73 (0.81) 4.90 (1.20) 
:抱:気込む気持。ち 4.95 (0.7) 5.23 (0.6J) '1光惚 '1.33 (l.J5) 1J.20 (LlO) i!li1% 2.73 (0.71) 5.33 (0.69) 
古i-!'fo 4自5(0.8/1) 5.33 (0.69)怒しみ 1.30 (0.93) 1].28 (0.97) :~~給すぷ〆ノ る夕日守ち :2.68 (0.85) 5.uO (0.37) 
安抗感 4.95 (0.80) 5.38 (0.58)気楽 1.30 (0.75) 5.23 (0.82)恐れい気持ち 265 (0.88) 5.18 (0.63) 
|目なI)~ 495(07592)) 54S(067)lU!心 430(087j 5.20(08957j ，tぃ」ニがり 2.63 (0.91) 5.15 (0.73) 
1 F.1~i((! l~ !J.9:3 (0.72) 51:J (0.63) ~王将 !J.30 (1.l2) '1.80 (0 ひ;111犬すf副司ーち 2.58 (0.86) 1..65 (l.()J) 
!B~射する )<Zf;)ち ，1.93 (0.69) 5.58ω51)ゅ。くり した気対 ち 4.28 (0.67) '1.98 (J.06)気負い 2.53 (0.81) '1.80 (0.87) 
有Jn;Jミ Jl.90(i20) 513((01 05 1 3Jiが黙く なる気持ち 428(0890) 5之0(0.87)いい気味 2.50 (1.20) !J.95 (0.92) 
ÎJ.・~&: '1.90 (0.70) 4.58 (0.97)卵IHi¥ 4.25 (0.80) 5.55 (0.50)しんJホり した気持ち 2.18 (0.92) 5.05 (0.77 
:b.: ~コ εM 490(070) 531(((0 O 69)悲し、焦がれる気持ち 425(083) 5i5((0 82) うぬ!まれ 2.38 (0.86) 5.25 (0.83) 
主に忠. <1.88 (0.81) 4.98 (0.91) !:r<;1見 4.25 (1.0'1) 5.1:1 (0.78)正常り 2.28 (0.97) 4.80 (0.87) 
J;.Af 1.88 (0.56) 5.25 (0.7:l) 1:jx.む J125(0701) ) 505(080)ざまあみろとL咋気持ち 2.18 (l.2l 5.55 <0.(3) 
誇らしい気付二ち !J.88 (0.60) 5.30 (0.60) じーんとする主(t.!Jら 1.23 (1.01) 1.78 (1.17) 別政j栄心 2.l8 (0.97) 4.45 (1.20) 
絶賛する気持ち 485(076) 528(0  81)おっとりした気持ち '1.23 (0.76) 4.83 (l J 6) 招 2.18(0.59) 5.50 (0，55) 
!~ j九 '1.8:3ω.70) 1].90 (0.70)敬う気持ち 1.23 (0.65) 5.23 (0.72) Wd後 2.]3 (0.81) 515 (0.82) 
紫いいする気持ち .1.83 (0.70) 5.48 (0.5)務ち本(いた気持ち !J.23 (0.88) 5.20 (0.75)公然 1.98 (0.61) 5.18 (0.67) 
'ft賛 '1.80 (0.71) 5.33 (0.82) j~íUi .1.2:J (0.79) 5.15 (0.79) Ji1¥JI{ 1 98({0o .72) 490(l i i)
jリWJ・ 480(0.71) 548(0555) J耐快 4.20 (1.10) 1.50 (L26) JfG 1.95 (0.95) 570 (0.51) 
公，心H~ 1.78 (0.72) 5.'15 (0.5 ねぎらう気持ち 1.18 (0.67) 5∞ (0.81)絶誕 l.25 (0.43) 5.30 (0.81) 
IJ:1放!f!; 4.78 (0.69) 5.40 (0.80)共![<; 4.18 (0.83) 5.15 (0.91) :i~J し Jメ 1.2:J (0.42) 5.45 (0.59) 
占支持される気村ち 08 (0.9) '1.8 (0.87) -1211泣く気持ち 1.18 (083) 1.88 (0.84) 
/i.=)・絶認"と 1行しみ"といったネプfァイプな感情刊についても 部'7i:!1i在七含めて炎にまとめた。
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や満足 (contentment)，感謝 (gratitude)，興 1!ミ
(inte工est)，鼓舞 (inspiratio心2 安らぎ (serenity)， 







いては 2 本1vf;'Eによればポジティ ブ感情としてのプ















































といった， 慈悲 (compassion) に関わる詑も， 本邦
ではポジティブ!B'li奇としてのプロトタイプ'I~:カ斗;I~I 対‘
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推移していくかをIY:Jらかにするためには，個人を縦




I~l 由記述を Table 2にまとめた。本1iJf究では，ポジ
テイ 7''!~ '1育誌を極力網羅できるように辞諮':~J; を用い
て収集をおこなったが全てのポジティブ感情誌を
収集できてはいない。そのため 今後は，自由記述









て挙げられる。 Shaveret al. (1987) は!感情とし
てのプロトタイプ性が一定の基準を満たした135誌
の英訟を)一I :J いて 2 感情概念の I;{~T層的意味楠:造を検討
し，その上位カテゴリ一平基本カテゴリ ーをi明らか
にしている。本~: I) においても ポジテイブ感情のプ
ロト タイプ性の高い訟をAいてポジテイフ感情の
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